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高年女子における積極的生活態度と意識について

一一日本、ドイツ、イギリスにおける調査一一一
古松弥生、横田　京、宮城道子、○桜井典子　（十文字学園女子短大）

　目　的：活力ある高齢社会を築くために、高齢者自身が積極的生活態度を持ち、自立し

て生きがいのある生活をする必要があると思われる。現在積極的生活態度を持って生活し

ていると思われる高齢者は、どのような意識を持って生活しているかを明らかにすること

を目的としてアンケート調査を行った。
　方　法:1994年6月から1995年9月までに、某婦人団体関東地区会員（以下Ａと称す）

228名、ドイツ。ハイデルベルグ在住者（以下Ｂと称す）125名、イギリス、ヨーク州在住

者（以下ｃと称す）89名、合計442名の高年女子についてアンケート調査を行った。比較

のために無作為抽出の新座市在住者（以下Ｄと称す）99l名と若年女子115名（以下Ｅと称
す）を資料として用いた。

　結　果：平均年令はλ:72.9歳、Ｂ : 74.0歳、ｃ : 74.0歳、Ｄ : 74.7歳である。健康状態

はA ･ Cは健mと答えた人が多い。家族類型で多いのはA : 配偶者との同居、B ･ c :独

居、D :配偶者以外の家族と同居である。Ali「ライフワークがある」人が８割近くおり。
　「自己啓発や学習の活動にいつも参加」すi人か４割以上ある。Ｂは「老人グループへ参

加する」人が多い。ｃはr宗教活動』「社交的な集い」へ、「いつも参加」する人が多い。

積極的生活態度を持つと思われるA ･ B ･ C高年女子共通の意識は「目標やかなえたい希

望」を持ち「人生の達成感」を味わった経験があり、現在「人に役立つこと」をしている

と感じていることである。『目標やかなえたい希望』を持っていることはＥの若年女子と
同様である。
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韓国の食生活に関する省力化の意識と行動

　　　　　　　　　　　お茶の水女大人間文化　　姜　守貞

(目的)現代の家庭生活は核家族化、女性の社会進出、食品産業の発達などにより、食生

活においては手作りが減少し、簡便化、省力化の傾向が強くなっている。食生活は家庭

生活の基本であり、と同時にその国の文化が最も象徴的に表われる部分でもある。そこで

儒教の影響を強く受ける韓国の食生活における省力化の実mを明らかにするため､食生活

に関する家事の省力化の度合い､加工食品並びに外食の利用状況等を社会的、経済的要因

と個々人の意識､生活を取り巻く環境から分析を行う。

〈/H法〉ソウルに居住する成人女性を対象に江南区(山の手)と城東区(下Blr)の地t或選定を

行い、留置法によるアンケート調査を行った。調査期間は1995年9月~10月の間である。

　〈結果〉R外食利用度及び加工食品の利用頻度は世代別に見ると3&代以下が最も高く、50
代以上となるとその割合は低くなる。②家族揃っての外食利用頻度は月に1~2回が半数を

占めている｡また家族構成別､子供の年齢､専業主婦､有職主婦かによって差がみられた。C4)

恥作りする理由については家族または作り手の嗜好に合わせるとの回答が最も多く、食品

の衛生、安全性の為に利乍りを指向する、といった生活環境而からの特色もaられた。印

加工食品を購入する理由は労働節約との回答が最も多かった。⑤韓国の食生活の代表であ

るキムチは全体で見れば家庭で調理する割合が高いが､若年層になると加工済み市販キム

チを購入レている率馳瑞くなってくる。R調理機器の使用頻度力<高い順位は調理用ハサミ、

圧力鍋､電子レンジの順であった。
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